
原子とイオン
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第１章　粒子の結合と結晶の構造

１

第1編　物質の状態

(1) すべての物質は何からできているか。

(2) (1)はその中心にある１個の何で構成 
されているか。図のイとウ 

(3) (1)の周りに取り巻くものは何か。 
図のア。

(4) 電気を持たない図のイ。

(5) ＋の電気をもつ図のウ。

(6) 電子は、原子核を取り巻くいくつかの層に分かれて存在している。
この層。

(7) (6)への電子の入り方。K殻、L殻、M殻、N殻・・・などと呼ばれ
る。

(8) 原子の最も外側の電子殻に入っている電子。

(9) 原子内の最外殻の電子殻をまわっている電子。

(10) 原子が電子を放出したり、受け取ったりして、陽子と電子の数が異
なると電気を帯びるようになる。この粒子。

(11) 原子が電子を放出すると何イオンになるか。

(12) 原子が電子を受け取ると何イオンになるか。



イオン結合とイオン結晶
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第１章　粒子の結合と結晶の構造

2

第1編　物質の状態

(1) 陽イオンと陰イオンの結びつき。

(2) 粒子が三次元的に規則正しく配列している固体。

(3) イオン結合によってできる結晶。

(4) 結晶の中の粒子の規則正しい配列構造。

(5) (4)の最小の繰り返し構造。

(6) １つの粒子に最も近く、接している粒子の数。



分子と共有結合
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第１章　粒子の結合と結晶の構造

３

第1編　物質の状態

(1) ２個の原子の間で、それぞれの原子に所属する価電子を出し合っ
て、両方の原子で共有してできる結合。

(2) (1)をつくる電子対。

(3) 共有結合に使われない電子対。

(4) 価電子記号［・］で示し、元素記号のまわりに書いた化学式。

(5) 水分子の中のH原子とO原子の結合のように、１組の共有電子対に
よる共有結合。

(6) 二酸化炭素分子の中にある、２組の共有電子対による共有結合。

(7) 窒素分子の中にある、３組の共有電子対による共有結合。

(8) HーOーH、0＝C＝0、N≡Nのように、原子間の１組の共有電子対
を１本の線で表した式。

(9) (8)の線。

(10) １つの原子がもつ価標の数。原子の不対電子の数に等しく、その原
子が何個の他の原子と結合するのかの目安になる。

(11) 一方の原子の非共有電子対を、他の原子と共有することができる共
有結合。 

(12) アンモニア分子やシアン化物イオンのような非共有電子対をもった分子や陰イオ
ンが、金属イオンに配位結合することでできる複雑な組成のイオン。

(13) (12)を含む塩。

(14) 異なる原子間の共有結合において、それぞれの原子が共有電子対に
引きつけようとする強さの程度。

(15) 共有結合している原子間に電荷のかたよりがあるとき、結合に何が
あるというか。

(16) 水素分子や塩素分子のように極性がない分子。

(17) 塩化水素分子のように極性がある分子。

(18) 分子の間にはたらく弱い引力。

(19) 分子が(18) により規則正しく配列している結晶。



共有結合の結晶
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第１章　粒子の結合と結晶の構造

４

第1編　物質の状態

(1) 非金属元素の原子が多数、次々に共有結合した構造の結晶。

(2) (20)は全体が大きな分子とも考えられるので、何と呼ばれるか。



金属結合と金属
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第１章　粒子の結合と結晶の構造

5

第1編　物質の状態

(1) 金属原子が集まってそれぞれの最外電子殻の一部が重なりあうと、価電子は電子殻を伝って自由に移動できるようになる。この価電子。

(2) (22)による金属原子どうしの結合。

(3) イオン結合・共有結合・金属結合の総称。

(4) 金属の薄く広げられる性質。

(5) 金属の引き延ばされる性質。

(6) 金属などの自由電子が結晶の中を移動して熱や電気を導くもの。

(7) 自由電子や移動できるイオンをもたず、電気をほとんど導かないもの。

(8) 結晶の空間格子の１種で、立方体の頂点と中心に同一の原子が配置されたもの。

(9) 結晶の空間格子の１種で、立方体の頂点と各面の中心に同一の原子が配置されたもの。単位胞中の原子数は４個である。

(10) 同寸法剛体球の三次元最密充填の一種。

(11) 構造単位の配列に規則性がなく集合した固体の状態。


